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（百万円） （百万円） 

業務粗利益推移 経常利益推移 

FY2015 FY2016

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1H 1H

6,169 5,488 2,646 3,089 2,659 2,900 9.0% 11,657 5,560 -52.3%

うち資金運用収支 4,080 -2,498 6,302 9,117 23 3,797 - 1,581 3,821 141.7%

うち役務取引等収支 -687 -711 -717 -638 -560 -570 - -1,399 -1,131 ―

うちその他業務収支 2,776 8,699 -2,938 -5,389 3,196 -326 - 11,475 2,870 -75.0%

2,331 1,859 1,810 1,803 1,756 1,673 -4.7% 4,190 3,430 -18.1%

3,839 3,631 835 1,282 907 946 4.2% 7,471 1,854 -75.2%

-339 - - - － - - -339 － －

2,349 2,484 564 801 630 642 2.0% 4,833 1,273 -73.7%

3,862 3,646 854 1,302 924 1,248 35.0% 7,508 2,173 -71.0%

営業経費

（単位：百万円）

経常利益

業務粗利益

特別損益

対 '16/1Q

増減率

FY2016

業務純益

対 '15

1H

増減率

FY2015

純利益

決算の概要 

業務粗利益  2,900百万円 

  （前四半期比 +9.0％）                                        

 前四半期と比較して、若干の増加 

 

営業経費：  1,673百万円  

 （前四半期比▲4.7％） 

 

経常利益：  946百万円 

 （前四半期比 +4.2％） 

 営業経費低減に伴い、若干の増加 
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預金の状況 

 預金残高（譲渡性預金を含む）は前四半期末比256億円の減少。 

（※）譲渡性預金を含む 

（億円） 
FY2014 FY2015 FY2016 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

預金合計（※） 24,911 25,609 27,723 30,471 31,079 31,668 33,091 31,215 30,690 30,434 

（億円） 

預金残高推移 
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口座の状況 

 銀行口座数は前四半期比18千口座増加し、1,174千口座。 

 年代は60才以上が約6割、50才以上では76％。 

年代分布（個人のお客さま） 

（千口座） 

（※）ツインアカウント口座数 

   大和証券の総合取引口座と大和ネクスト銀行の銀行口座の両方を開設している口座数 

29才以下
5%

30－39才
以下
7%

70才以上
34%

60－69才
以下
25%

50－59才
以下
17%

40－49才
以下
12%

（千口座） 
FY2015 FY2016 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

銀行口座数 1,046 1,074 1,112 1,133 1,155 1,174 

うち 
ツインアカウント 

口座数 
1,022 1,050 1,088 1,109 1,132 1,150 

口座数推移 
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有価証券等の状況 

有価証券残高推移 

 有価証券残高は前四半期比1,465億円減少し、18,789億円。 

 有価証券の大半は金利スワップ等で金利リスクをヘッジしており、変動金利の比率は2016年9月末時点で90％。 

 2016年9月末時点の評価損益等は、110億円。 

変動・固定比率 

評価損益等 

（億円） 

（％） 
FY2016 

2Q 

変動金利 90％ 

固定金利 10％ 

合計 100％ 

（億円） 
FY2016 

2Q 

有価証券評価損益 575 

デリバティブ評価損益・その他 △464 

評価損益等 110 

（※）有価証券及び貸出金の合計。なお、投資信託を除く。 

（億円） 
FY2015 FY2016 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

債券 13,370 10,927 11,218 10,152 8,639 8,429 

うち国債 10,963 8,466 8,469 8,559 7,356 7,200 

うち社債 2,407 2,461 2,749 1,592 1,283 1,228 

その他 12,093 10,891 11,301 10,632 11,615 10,360 

有価証券合計 25,464 21,819 22,520 20,785 20,255 18,789 
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貸出金の状況 

資産流動化ローン（裏付資産別の割合） 

（億円） 

（億円） 
FY2015 FY2016 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

貸出金 1,517 2,490 3,006 3,171 3,142 3,694 

貸出金残高推移 

その他
7%

オートローン債権
14%

住宅ローン債権
12%

外貨建てローン債権
65%

リース債権
2%

 貸出金残高は、外貨建てローン債権を裏付けとする資産流動化ローンの積み上げに伴い、前四半期比551億円の増加。 

 貸出金はほぼ全てが資産流動化ローンであり、裏付資産別の割合では、外貨建てローン債権が6割超。 
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財務基盤の状況 

 2016年9月末時点の自己資本比率は、40.24％。 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

FY2014 FY2015 FY2016 

（億円） 

FY2014 FY2015 FY2016 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

自己資本額 1,073 1,088 1,127 1,152 1,176 1,201 1,206 1,207 1,213 1,219 

うち資本金・資本準備金 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 

自己資本比率 36.38% 34.26％ 31.83％ 31.28% 31.05% 29.60％ 29.28％ 33.93％ 34.71% 40.24％ 

（※） 

自己資本額・自己資本比率推移 

（億円） 
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